


































































































Radius　mm 300 227 115
Stagger　angle 62．0． 57．0。 41．0．
Blade　inlet　angle 67．0。 60．5． 46．0。
Blade　outlet　angle 59．5。 54。0。 38．5。
Chord　length　mm 86 97 72
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Fig．12　Comparison　of　Characteristic　Curves　of
　　　　CR－Fan　with　TS－Fan
14 児玉　好雄・林　秀千人・田中　清裕・山口　明広
最大流量や圧力係数はCRがTSより大きい．特に圧
力係数と送風機効率がほぼ全流量域でCRがTSより
高いことが注目される．また，サージングの開始点（圧
力係数の極大点）が前者が低流量側にあり，サージン
グ領域も前者が後者に比べて狭い．
4．3．2騒音特性　図13は二段方式送風機の最高効率
点近傍流量時における騒音のスペクトル密度分布を示
したものである．CR［図6（b）参照］に比較してTSの
場合，離散周波数騒音の音圧レベルは基本周波数を除
けば低い．したがって，全帯域騒音SPL（L），　SP乙（A）
いずれも5～6dBほどTSがCRより低くなる．
　図14は騒音の流量特性を二種類の送風機について比
較したものである．全帯域騒音はほぼ全流量域でTS
がCRより低いことが判る．図15は二種類の送風機を
比騒音レベル給で比較したものである．流量係数φ
が0．28～0．33の領域ではCRがTSよりも低いが，こ
の領域以外では逆にTSがCRよりも低くなる．
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Fig．13　Spectral　distribution　of　Generated　Noise
　　　　by　TS－Fan
5．結　　論
　本研究では二重反転式軸流送風機の電動機支持形態
および動翼間の軸問距離が流体力学的特性と騒音特性
におよぼす影響を実験的に調査するとともに通常の二
段方式送風機との特性の比較検討を行なった．その結
果以下の結論を得た．
　（1）電動機の支持形態が非対称支持であれば，圧力
係数に多少の低下が見られる．また，この形態のとき
は流れが偏流するためこれと動翼とが干渉して三軸方
向に減衰しないモードの騒音が発生する．支持形態を
対称支持にすることによって全帯域音圧レベルで3
～5dB，比騒音レベルで3～6レベルの低下が得ら
れた．
　（2）　2個の動翼の間隔を広げると送風機効率，音圧
レベルともに低下する．圧力係数も多少減少するので
比騒音レベルで比較した場合軸軸間距離を広げること
は得策ではない．
　（3）通常の二段方式送風機は二重反転式軸流送風機
に比較して圧力，送風機効率ともに低い．しかしなが
ら，動翼同志の干渉騒音が前者は後者より低いので全
帯域騒音はほぼ全流量域で二段方式の方が低い．比騒
音レベルで比較すれば，流量係数が0．3近傍では，二重
反転式がその他の領域では二段方式がレベルは低くな
る．二重反転式の送風機の騒音特性を改善するには前・
後段の動翼枚数の組合せを考えることと，ダクトの歪
を小さくすることなどが考えられる．
　おわりに本研究に協力していただいた当時長崎大学
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Fig．14　Comparison　of　Overall　Noise　generated
　　　　from　CR－Fan　with　TS－Fan
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Fig．15　Comparison　of　Specific　Noise　of　CR－Fan
　　　　with　TS－Fan
　　　　　　　　　　二重反転式軸流送風機の流体力学的特性と騒音特性に関する研究
院生の立山省吾，学部学生の井手誠也，徳永政広，装
置製作に協力していただいた松下精工㈱の三村雄次郎
の諸氏に謝意を表わす．
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